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要約

本論文l丸中央大学手挙資連盟に所属する学生(以下， 体連の学生jと省略)会対象r
に 1997年度から実施された縦断的な紫湾紙調査データの中から. 19971f.躍を -2ぼ沿年度

に入学して l年生から 4年後まで 4回の調査に継続して回答した 245人のデ…タにもと

づいて，大学入学後の初期適応や大学在学r.pの全絞的な適応、状況の遠いによって，大学

生活や部活動に対する行動や怠識が いかに異なるかを検討すること合目的としていた.

得られた意義主義から 年生の時点での大学，令部・学科・等専攻，クラス，部活動への婦

暴露意識の水燃の違いにもとづいて，初期の適応状況を部活動中心帰属群，爆属意識低哲学，

学業中心帰属護学，大学・部活動帰属雰の 4つに分類することができた.嫌潟1ま識低若手の

学抜iま，大学のゆで自分の殿場所を見つけることができず. 1年生の間，強い心理的ス

トレスを感じていることが明らかになったー大学在学ゅの全般的なi獲応、状況については， 

l年生から 4年生までの自尊心の今年推移にもとづいて検討され，傷害事心高群，ゆ群，

低群，上昇雲寺院の 4つのタイプの学生に分類できることがiFされた.自尊心低群が，殺も

強い心理的ストレスを夜学中 iこ感じ続けるとともに，部活動での続技成績にも満足して

いないことが明らかになった.それに対して・  2年生の時点で，自尊心、低群と同じ

水準の白書事心でありながら， 3年生以降になって自尊心が高まっていく自毒事心上昇群に

I:)いては，学年とともに心理的ストレスが低下し. 4年生の時点での競技成績・記録へ

の悩みも閥単心低群よりも少なかった.以上のことから，体連の学生に対する大学入学

後の早い段織での適切なサポート t李総の確立が，学生が健全な学生生活~送る上で重重要警

な幾重重となることが示された.
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目的

本研究班は，� 1997年度から� 8年間にわたって，中央大学体育連盟に所属する学生を対象に，

彼らが大学生活に対してどのように適応、しているのかについて，部活動への取り組みを中心と

して縦断的議選去をおこなってきた.その成果は，本紀繋16号から� 23号に報脅されている.

本論文l丸� 1997年震から� 2000年度までに入学し� 1年生から� 4年生までの� 4密の調査デー

タが織っている� 4つの異なる学年コホートを対象に，初期適正、や全般的な適応状提の議いによ

って，大学生活や部活動に対する行動や窓識がどのように異なるかを検討することをお的とし

てし、る.

第1に，紛燐適正、を取り上げるのは，次のような理由からである.体連の学生は，高校時代

のスポ…ツの競技力や競技成績が優秀であることで推薦されて本学に入学してくる.

は，大学の近くにある南王子寮で所属する部ごとに割り当てられた部議で集団的な

一般の学生に較べると，生活のパターンや学生生活の過ごし方はかなり異なっている.そうし

た体連の学生においては，大学入学後の早い時期に，いかに大学や部活動に漉応していくか

は，その後の生活にとって主義繋な意味を持っと考えられる.そこで，初期適正、の指標として，

学部・学科・専攻，クラス，部への滞緩意識を取り上げる.大学という最も大きい集� 

8分が所属し1勉強している学部や学科・専攻，大学入学して関もない� 1年生にとって基本

的な学習集鵠となるクラス，そして，自分が所属している織という� 4つの異なる集団に対する

帰属意識は，各密入において異なるであろう.ぞうした様属意識のパタ…ンの差異によって，

大学生活での行動や意識，および心理的ストレスがどのように違っているかを検討する.

第� 2に，全般的な議忠状況を取り上げるのは，次のような理白からである.体連の学生は高

校時花に競技者として優秀な成績を絞めてきたが，大学ではこれまでとは違った競技レベルで

の競争が待ち構えている.そうした中で，自分自身や自分の競技力に対する自轄をどれぐらい

維持していくことができるかは，高いモチベーシ沼ンを持って競技に取り組み，より一層優れ

た成績をあげるかどうかに大きく影響するといえる.� Rosenberg行部引によると，� El 

8分Lこ対する評価の続疫をあらわしており，� 4年間にわたる自尊心の水準は，大学生活全般に

及ぶ学生の遺臨状況の指標として妥当であると考えられる.そこで� 1年生から� 4年生までの� 

4回の自尊心得点の変化パタ…ンの差異によって，部活動に対する意識および心理的ストレス

がどのように違っているかを検討する.
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方 法

鵠驚内容

質問紙のi司容は，銅貨の実施年度によって多少の相違があったが，ブぷ…スシ…ト，大学生

活・寮生活・食生活についての意識，心身の適応状態，自己評価，高校と大学での部活動につ

いての意識，競技ストレッサーの経験と感じ方，部活動向の対人関係，友人との需係，ケフゲや

議気の有無やそれらについての悩み，競技に対守る今後の希翠，部活動についての自己評鏑，

卒業後の進路希望，取得単設数なとマであった.

その中から以下の分析では，次の調査項目を指標として用いた.

①大学等への婦麗意識(1年生):1中央大学J1学部・学科・専攻J1クラスJ1体連の部j

への帰胤意識について， く感じていなしづから「非常に感じているJまでの� 4件法で尋ね

た.

@大学生活についての意識 (2年生):過去 1年間をふり巡って，大学生活についてどのよ

うに感じているかを，� 1全くそう患わなかった」から� f非常にそう思ったjまでの� 4件法で尋

ねた.紫問項自は，次の� 8項目だった.r授業にきちんと出席できたJ 1図寄館・自習量さをよく

利用したJ1自宅や寮で十分に勉強したJ1計磁議りに勉強を達成できたJ1満足できる単設数

合取得できたJ 1満足できる大学生活を送れたJ n満足できる部活動を送れたJ 1満足のいく人

間関係を作れたj

③体連の部活動についての意識は年生):体連の部活動についてどのように惑乙ているか

を.� 11詮く当てはまらないjから「非常に2きではまるjまでの� 4伶法で尋ねた.震関環器は，

次の� 9項呂だ、った.� 1所属する蔀で役戦(学連委員を含む)に就いて，責任を殺されるように

なったJ1各種の大会に出場して活議したJ1部活動で自分なりに満足のいく成績・成果をあげ

ることができたJr高校時代よりも自分の技術・技能が向上したJ1高校時代よりも記録・成績

が停びたJ1部活動を通じて精神的に還しくなったJ1寮を出たいと怒っているJ1大学に入っ

てから記録・成績が伸び悩んだJ1(集団スポーツの場合)試合でレギュラーを経験した， (億

人スポーツの場合)念日本学生選手権(インカレ)などの大会に選手として出場したJ

告心理的ストレス(1年生 ~4 若手投) :ここ 1週間の心と身体の状態や行動についてどの程

震当てはまるかを，� 1当てはまらないjから� f非常にさ当てはまるjまでの� 4件法で尋ねた奪都

筑ら(1 999) によって 6~喜子から成ることが確認、されているストレス尺度 (35項目)のやか

ら，各留子ごとに関子負街量の高いものを3項目ずつ選んだものであるー 1.精神的不安[悲
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し だJr気分が落ち込み，沈むJrさみしい気持ちだJ，2.身体的ストレス� f呼吸が

しくなるJr鵜繋が締めつけられる気がするJr動俸がするJ，3.苔定的感情[不機嫌で怒

りっぽいJr怒りを惑とるJrイライラするJ，4.身体的不誠[身体がだるいJr身体が疲れや

すいJ r鋭力惑があるJ，5.対人的拡立� f他人に会うのがいやで，わずらわしく惑じられるj

急ているのがいやだJ r自分の殻に閉じこもるJ，6.情意減選� f鱗の聞転が鈍く，考えが

まとまらないJ r行動に落ち着さがないJ r動作が鈍いj

毒事心(1年生 ~4 年生) :Rosenberg (1965)の自尊心尺度を用いて，自分自身につい

てどの程度当てはまるかを，� r全くそう思わないjから� f非常にそう思う� Jまでの� 4件法で尋

ねた.繁期内容は，次の� 10譲住マある.r私iま，全体的に霞分自身に満足しているJ rときど

き，議分は良くないと考えることがあるJ r私は勉の入と持じくらいに物事をなすことができ

るJ r自分には，合霞できるものがあまりないと惑じているJ rときどき， !3分は役に立たない

人間だと患うことがあるJ r私は，詞分に対して肯定的な態度を持っているJ r自分に対しても

っと闘憶が持てたらと思う� J r自分には，良いところがたくさんあると感じているJ r自分はい

つでも失敗ばかりしていると思ってしまう� J r自分は，少なくとも他の人々と同じくらいに価

僚のある人間であると思うJ

鱗資対象�  

1997王手から� 2003年までの鶏重をにおいて� 1年生から� 4王手主主まで� 4鵠の調査会部に活答した

体連の学生245入{男子201入，女子44入).内訳は，� 1997年度コ*…ト� 61人{男子53入，女� 

8入)，� 1998年夏コホート� 69入(男子出入，女子� 14人)，� 1999年度コホート� 57人(男子49

人，女子8人)，� 20∞年度コホート� 58人(男子44人，女子� 14人)だった.学部は，法学部47

人，経済学部60人，商学部61人，理工学部� 2人，文学部64人，総合政策学部� 10人，不明� l人

た.所属している部は，陸上競技29人，硬式野球21入，相撲3人，水泳14人，バスケッ

ト4人，ハンドボール� 17入，レスリング� 3人，パレーボール� 14人，単球� 1人，準硬式野球� 13

人，サッカ -1 人，硬式患球 4 人，イラグピー 33人，スケ…ト 5 人，~道 2 人，女子陸上競技 

23入，ボート� 3入，鎖護� 5入，議ま量挙3入，射撃詩人，パドミントン� 9入，ゴルフ� 1人，女� 

6人，アメリカンフットボ…ル� 8人，空手4入，女子ラクロス� 9入だった.

網査手続

学友会および各部の部長，鞍3援を過して調査への協力令依頼し，各部のマネージャ…から

愛用紙を配布してもらって，部ごとに調査を実擁した.
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調査期間�  

1997若手� 7丹-2003年� 7月

結果の整理

フェースシート を求めた，部の名前，性別，生年月日の3 る場合に，

持 デ…タであると判断した.

結 果

大学等への捧麟意識� 

1年生の時点での大学等への帰属意識の� 4つの得点を用いて，� Ward法によるクラスタ分析

をおこなった.分析対象は，欠損値のなかった227人だった.� 3-5クラスタで分析した結果，� 

4つのクラスタに分類するのが最も適当であると考えられた.

関� 1に� 4つのクラスタにおける帰属意識の得点の平均値を示した(綴点、は全体の平均値上� 

闘に，各クラスタの平均値を見ていくと，次のようなことがいえるだろう.第 1}Ilの殺から|遡

クラスタ� (74人)は，中央大学，学部・学科・専攻，クラスへの帰騎意識得点が全体平均よ

りも位く，溺への帰属意識得点だ、けが全体平均を上回っていた.このクラスタに属する学生は

大学や学部等にはあまり帰屠意識を感じていないといえよう.第� 2

クラスタ� (37人)は� 4つの帰属意識得点が全体平均よりも低し特に，部への帰属意識得

点が抵かった.このクラスタに属する学生は，全般的に帰属意識が弱いといえるだろう.第� 3

クラスタ� (67人}は，中央大学，学部・学科・専攻，クラスへの鎌属意識得点が全体平均を

工50 

1.00 

0.50 

O.∞ 自信ゆ失火学

鴎学部・学科・専攻

鵬クラス

1.00 部

1.50 

図1 4クラスタにおける帰属意識の平均依

0.50 
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っていた事このクラスタに属する学生は，学部・学科・専攻やクラスに対して，強い帰属

意識を感じているといえる.第� 4クラスタ� (49人)は，中央大学，学部・学科・専攻，部へ

の帰属意識得点は全体平均よりも高かったが，クラスへの帰属意識得点は全体平均を下屋って

いた.部への帰属意識得点は，� 4クラスタの中で援も高かった.このクラスタに属する

は，部への婦漢意識を基礎に大学への強い帰麟意識を惑とているといえるだろう.

以上のことから，第� 2クラスタを部活中心帰属群，第2クラスタを樽繍意識低群，第3クラ

スタを学業中心帰属群，第� 4クラスタを大学・蔀活帰属群と呼ぶこと� iこする.

隷農意識の遣いによる大学生活への意識の差異� 

lには，帰属意識4群における大学生活への意識の平均値と標準偏義を示しておいた.� 4 

群聞に差が見られるかどうか，一要認の分散分析をおこなった.その結巣，� r授業にきちんと

出席できたJ(F(3，223)口� 0.39，nふ)，� rc遺書錯・� 8閣議をよく務用したJ(F(3，223)は� 0.61，nふ)， 

f自宅や寮で十分に勉強したj仰は，223) =0.67，n.s.)，r計蘭通りに勉強を達成できたj律� 

(3，223) = 54， ，r 立数を取得できたJ(F(3，� = n.s.) 満足で念る1. n.s.) 満足できる単f 223) 0.99， ，r
大学生活を送れたJ(F(3，223) 0.92，n.s.) においては，群の主効果が有主主ではなかった.そ出� 

れに対して，� r 223) p < .05) ，日満足のいく入額欝係満足できる部活動を送れたJ(F(3，� おお� 2.93，� 

山を作れたJ(F(3，223) 3.41，p<.05)モは有意な主効巣が見られた.LSD法による多重比較の

結果，� r満足できる部活動を送れたjと[満足のいく人間関係を作れたjの問項自において，

帰属意識低群とその他の3群との問に� 5%水準で有意差が見られた.表1から明らかなように，

帰属意識議鮮は他の3群よりも� 1年生の間に，満足できる部活動を議ることができず，人間

襲係においても満足で念なかったとことが明らかである.

表1 嫌疑意識4群における大学生活についての意識

部活中心婚騒群 帰属意議低群 学業中心帰属君季大学・総括帰属群

平均値穣準鑓差平均値標準鑓差王子均{議機準備差平均鐙標準偏差

授業にきちんと出席できた� 2.50 0.78 2.35 0.79 2.51 0.86 2.41 0.98 

図悪事館・� 8習室をよく利用した� 2.31 1.10 2.1事� 1.05 2.27 1.02 2.06 1.05 

除名や寮で十分に勉強した� 2.11 。.85 1.95 0.88 2.10 0.86 1.94 0.80 

計極通りに勉強を主義成できた� 2.20 。.8事� 2.05 0.94 2.04 0.81 1.86 0.89 

満足のできる単位数を取得できた� 2.51 1.04 2.22 1.∞ 2.45 l儲� 2.59 1.08 

満足できる大学生活を送れた� 2.66 0.91 2.38 83。明 2.52 0.93 2.63 0.99 

満足できる部活動会送れた� 2.93 O.叩� 2.51 1.04 2.90 0.89 3.08 0.81 

t禽f誌のいく人間関係会作れた� 3.24 0.77 2.76 0.89 3.22 0.83 3.20 0.82 
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帰灘意識の濃いによる心灘鈴ストレスの盤巽

心理的ストレスに関して.� 6つの盟子ごとに.14年生における� 3項毘の合計点を算出し

た.得点の分布は.0-9点となる.

関2には，精神的不安に鶏サる帰属意識4群の平均値を示しておいた. ごとに群の主効

身さが見られるかどうか，…繋留の分散分析をおこなったところ� 1 (F(3，222) =1.27，n.sJ， 

2年生� (F(3，221)=0.24，n.sJ. 3年生伊(3，220) =0.40，n.sJ，4 (F(3，221)は1.51，nふ)� 

のいずれにおいても有意な主効果は見られなかった.� 

3 

2 

一令一部活中心嫌疑若草

…寸陰…帰属議機儀若手
1 

--d-ー学君影中心帰属群

ーベ〉一大学・部活帰属群

O 

1年� 2年� 3年� 4年

鐙2 帰属意識4群における精神的不安の平均僚の学年推移

図3には，身体的ストレスに演する婦属意識4群の平均穫を示しておいた.学年ごとに群の

主効果が兇られるかどうか，一要因の分数分析をおこなったところ� 1年生� (F(3，222)= 2.90， 

p<.05)において有意な主効果が鬼られた.LSD法による多重比較の結果，帰属意識低群と部

活中心帰属群および大学・部話帰属群との関にら%水準で有意麓が見られた.鵠3から明らか� 

一一令一部泊中心帰属群

一寸トー嫁綴意識低群

3 

2 

1 
時幽心開制学業中心、緑凝毒事

ーベトー大学・部活嫌疑群

o . 
1空手� 2年� 3年� 4空手

図3 帰腐窓講義4群における身体的ストレスの平均値の学年推移
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なように，帰属意識抵群の得点は，部活中心帰属君事や大学・ よりも た.� 2塁手� 

(F(3，221)ニ2.05，nふ)，� 3年生� (F(3，22l)ココ 0.94，nふ)，� 4若手主主智治，219)以上11，n.s.) に

おいてはま効果に有意差は晃られなかった.

関4，こは，否定的惑情に関する帰属意識4苦手の平均値を示しておいた.学年ごとに群の主勢

来が晃られるかどうか，一要思の分散分析をおこなったところ� 1 (1:>'(3，222) 2.64， 

p<.05)において有意な主効果が見られた.LSD法による と部

活中心帰罵群および学業中心帰属群との慣に5 られた.爵� 4から明らかな

ように，帰属意識低若手の得点は，部活中心俸高群や学業中心帰潟群よりも高かった.� 2 

(1:>'(3，222)= 0.22，nふ)，� 3年生� (F(3，219)= 1.08，n.s.) ，4 (F(3，218)ごと� 0.53，n.sJ におい

てはま効果に有意差は見られなかった.� 
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図4 帰属意識4群における否定的感情の平均値の学年後移

思5には，身体的不譲に関する帰属意識4群の平均値を示しておいたー ごとに群の3::効

果が晃られるかどうか，一要震の分数分析をおこなったところ� 1 

p<JO) において有意銭高が認められた.LSD法による多重立較の総菜，

誌や心帰属群および大学・部活帰属群との間に5%水準で有意差が見られた.関5から腐らか

なように，学業中心滞馬群の得点は，きB活中心帰属群や大学・部活帰属群よりも高かったー� 2 

(F(3，222) =0.11，孔s.)，� 3年生� (F(3，218) =0.21，n.sJ，4 生� (F(3，221)口1.86，n.s.) 

においては主効果に有意差は晃られなかったー

回収こは，対人的孤立に関する帰属意識4群の平均値を示しておいた.学年ごとに群の3::効

果が見られるかどうか，一要因の分散分析をおこなったところ� 1年生� (F(3，221) 3.00， 

p<.05)において有意な主効果が見られた.LSD法による多重比較の結果，帰属意識低群とそ

の俄の3群との閥にら%水準で有意差が見られた.図� 6から明らかなように，帰属意識低群の
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関5 ;務総意識4群における身体的不調の平均値の学年推移

得点は，部活中心婦属群や学業中心嬉属群，大学・� よりも高かった.� 2 (F 

(3，222)= 1.45，n.s.) ，3年生智治，218)= 0.25，n.s.) ，4 (F(3，22I)= 1.17，n.s.) におい

ては主効果に有意差は見られなかった.� 
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関6 帰属意識4群における対人的孤iLの平均値の学年推移

国?には，情意減退に隣l'る帰第意識4群の平均穫をと示しておいた.学年ごとに群の主効果

が晃られるかどうか，一婆畿の分散分析をおこなったところ� 1年生� (F(3，223)= 3.34，p<.05) 

において有意な主効果が見られた.� LSD法による多議比較の結果，学業中心矯属群と懇話中心

帰璃群および大学・部活帰緩群との隅に� 5%水準で有憲懇が見られた.また，帰属意識畿群と

部活中心帰属群との間にもら%水準の有意、差が見られた.関?から明らかなように，

低群と学業中心帰属群の得点は，部活中心帰属群や大学・都市帰属群よりも高かった.� 2 

(F(3，219)=1.23，nふ)，� 3年生伊(3，220)=0.91，nふ)，� 4 (F(3，22I)ニ0.40，nふ)にお

いては主効果に有意義は見られなかった.� 
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図7 環属意識4群における情意減退の平均僚の学年推移

以上の結巣から� 1年生において，帰霧意識母群は身体的ストレス，務定的感情，対人的孤

情意減退を強く感じ，学業中心帰属群は身体的不調と情意減退を強く感じていることが明

らかになった.また，� 2年生以降になると群聞の差異は見られなくなることも示された.

自事事心のタイプ� 

1年生から� 4年生における自尊心の� 4つの得点を用いて，� Ward法によるクラスタ分析をお

こなった.分析対象は，欠損値のなかった224人だった.� 3~5 クラスタで分析した結果. 4 

つのクラスタに分類するのが最も適当であると考えられた.

関8に� 4つのクラスタにおける自尊心の得点の平均債を示した(原点は全体の平均緩λ

関8の友から顕に，各クラスタの平均値を晃ていくと，次のようなことがいえるだろう，第1

クラスタ� (70人〉は，� 1年生から4年生までの全ての調査時期において，自尊心の得点が全体

王子まちを上罷っていた.第� 2クラスタ� (107人}は� 1年生から� 4年生までの全ての調驚縛績に

おいて，窓尊心の得点が全体平均とほぼ等しかった.第3クラスタ� (20人)は� 1若手生から� 4

までの全ての議査持累において，告尊心の得点が全体王子主与を下密っていた.� クラスタ

3年生では岳尊心の得点が全体王子均よりも抵かったが，2・1;1:，1人)(27

とほぼ等しし� 4年生ではやや抵くなっていた.第� 1-3クラスタでは，� ~ 

によらず一定しており，第4クラスタでは，自尊心の得点が上級学年になると上昇するといえ

るだろう.

これらのことから，第� 1クラスタを自尊心高群，第� 2クラスタを自尊心中群，第3クラスタ

を自尊心紙群，第� 4クラスタを自尊心上昇群と呼ぶことにする.
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図8 4クラスタにおける自尊心の平均値� 

自尊心と心理的ストレス� 

図9には，精神的不安に関する自尊心4群の平均値を示しておいた.学年ごとに群の主効果

が見られるかどうかー要因の分散分析をおこなった.その結果� 1年生� (F(3，219)= 7.02， 

p<.ool)，2年生� (F(3，218)= 8.46，p < .001)，3年生� (F(3，216)= 6.10，p < .001)，4年生� (F 

(3，218)= 8.42，p <.001)の全学年において有意な主効果が見られた. LSD法による多重比較

をおこなったところ，以下のような有意差が5%水準で見られた.� 1・2年生において，自尊

心低群と上昇群は，自尊心高群および中群よりも有意に精神的ストレスの得点が高かった.� 3 

年生において，自尊心低群は自尊心高群および中群よりも有意に得点が高かった.自尊心上昇

群は高群よりも有意に得点が高かった.� 4年生において，自尊心低群はその他3群よりも有意

に得点が高く，自尊心中群は高群よりも有意に得点が高かった.

図9から明らかなように，自尊心低群は� 1年生から� 4年生までのどの学年においても最も� 
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図9 自尊心4群における精神的不安の平均値の学年推移
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く，精神的不安を強く感じていた.自尊心上昇群は� 1年生の時点では自尊心経群と

|司じ水準の得点だったが，学年が上がるにつれて樗点が下降することから，精神的不安が和ら

いでいくといえるだろう.自尊心斎群と中群との問には年生から� 3年生までには裁が見ら

れなかったが，� 4年生になって自尊心滋群は精神的不安が怒らに減少していくことがわかった.

関10に訴したのは，身体的ストレスに寵する自尊心4群の平均値である.学年ごとに群の

主効祭が見られるかどうかや 4 要因の分散分析をとおこなったが� 1年生ぽ(3，220)= 1.86，n.s.) ， 

2年生� (F(3，218) 1.83，n.s.) ，4年生� (F(3，216)= 1.30，nふ)における主効果は有意でなか

った.一方，� 3若手生では，有意な主効楽が見られた� (F(3，217)=6.96，p<.000.しSD法によ

る多議比較をおこなったところ，自尊心低群と上昇若手は，告尊心高群および中群よりも� 5%水

に身体的ストレスの得点が高かった.

醤10に見られるように，自尊心低群と上昇群は，� 3年生において身体的ストレスの得点が

増加しており，� 3年生になって身体的ストレスを強く感じていることがわかる.しかし，雨群

ともに� 4若手設では得点が下降し，復尊心高群や中群と有意な議がないところまで身体的ストレ

スは低くなっていた.� 

... trー四四四�  M
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図10 13毒事心4群における身体的ストレスの乎均債の学年披移


図11には，苔安定的惑情に関する自尊心� 4群の平均値を示しておいた.学年ごとに群の主効

果が克られるかどうか一要国の分散分析をおこなったところ，� 1年生では有意な主効果が見ら

れた仔�  (3，219)= 2.77，p<.05). LSD法による多議比較の結果，� 5%水準で次のような有意

られた.自尊心、低群は自尊心高群および中群よりも，有意に否定的感情の得点が高かっ

た.自尊心上昇群i立高群よりも，有意に得点が高かった.2年生では，主効果は有意で、なかっ

た� (F(3，217) 1.49，n.s.). 3年生では，有意な主効果が克られた� (F(3，215)=8.27，p<.001). 

LSD法による多重比較によると，自尊心抵群は他の3群よりも有意に得点が高かった.4年生
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でも，寄意之主主効果が見られた� (F(3，215) 7.26警� p <.001). LSD法による多重辻較の結果，自出� 

悪事心iま群は他の� 3群よりも有意に得点が高く，白書事心中群は高群よりも有意に得点が高いこと

がわかった.

間11から明らかなように，自毒事心低群l立百定的感情の得点が最も高く，特に，� 3・4

において宙定的感情が強くなっていた.白線心上昇喜平は，学年とともに，少しずつ否定的感情

が弱くなっていくことがわかった.自尊心中鮮は� 4年生において，否定的感情がやや強まって

いることが示された.
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国11 自尊心4群における否定的感情の平均値の学年推移

諮問� したのは，身体的不識に関する自� 4群の平均値である. ごとに群の主効

られるかどうか一要宙の分散分析をおこなったところ，� 1年生� (F(3，219)ニ� 8.31，p<.∞1)， 

Z年生� (F(3，218)=8.21，p <.001)， 3 e年生� (F(3，214)= 10.41，p<.ool)，4年生� (F(3，218)= 

7.12，p<“∞1)の全学年において布:撃な主効采が認められた.LSD法による多議比較の結莱，� 

O 

1 年 2~ 3まF 4年

図12 自尊心4群における身体的不潔の平均値の学年推移
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5%水準で次のような有意差が見られた.� 1年生と� 2 自尊心低群と上昇群は，自尊

心高群と中群よりも有意に得点が高かった.� 3年生では，自尊心低群はその他の� 3群よりも

意に持点が高く，自尊心上昇群は高群よりも有意に得点が高かった.� 4年生では，自尊心経群

はその他� 3群よりも有意に袴点が高かった.

図12からわかるように，自尊心挺群は最も身体的不識の得点が高く ら4年生ま

でその傾向は続いていた.自尊心上昇群は，� 1. 2年生のときには得点が高いが，学年ととも

に低下していく傾向を示し，� 4若手生になると自尊心潟群や中群と変わらない水準になっていたー� 

E訪日には，対人的孤立に欝して自尊心4群の平均値を示しておいた.学年ごとに群の主効

果が見られるかどうか，一要患の分融分析をおこなったところ� 1年生� (F(3，218) =6.95， 

p<.∞1)， 2年生� (F(3，219) =6.42，p <‘(01)， 3年生� (F(3，215) =7.97，p < .000，4年生� (F 

(3，218)ヱロ� 8.04，p<.(01)の全学年で有意な主効果が兇られた.LSDl法による多重比較の結来，� 

5%水準で次のよう られた.� 1年生では，自尊心低群はその他� 3群よりも

得点が高かった.� 2年生と� 3年生では，自尊心低群と上昇群は，自尊心高群および中群よりも

有意に得点が高かった.� 4年生では，良毒事心低群は他の� 3群よりも有意に得点が高し自尊心

中群は高群よりも有意に得点が高かった.

題13から明らかなように，自尊心f正群は，会学年において対人的孤立が最も強かった.自

尊心上昇群は，� 1年生から� 2年生にかけて，得点が上昇したが� 2若手生以降は下降し，対人的

孤立をあまり惑じなくなっていた.それに対して，白尊心中鮮は� 4年生で得点が上昇し，対人

的拡立を感じるようになっていた.� 
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図13 自尊心4群における対人的孤立の平均値の学年数移

関14には，情意減退に穏して，自尊心4群の平均値を示しておいた.学年ごとに群のj:効

巣が晃られるかどうか，一要密の分数分析をおこなったところ，� 1年生� (F(3，220) 5.39，口� 



2006 大学伎の大学生活への適応滋穏に閲する研究� (9)(奪事君主，舟橋，早)11. J\~議手 )1 1) 15 

p<.OOl). 2 ぽ(3，216) 11.19，p<.∞1)， 3 (F(3，216) 15.06，p<.∞1)， 4 

(F (3，218) = 8.80，p<.001)の全学年で有意な支効果が見られた.LSD法による多量主主主教の結

果，� 5%水準で次のような有意差が見られた.� 1年生では，自毒事心縫群は高群および中群より

も有意に得点が識かった.2年生では，自尊心f正群はその他3群よりも有意に得点、が高く，忌

尊心上昇群は鶏群および中群よりも有意に得点が高かった.� 3年生では， El尊心抵群はその他 

3群よりも有意に得点が高く，自尊心上昇群は高群よりも有意に得点が高かった.� 4 

iま，自尊心低群は俄の� 3群よりも有意 く，自尊心中群は高群よりも有意に得点が寓

かった.

図14に示しであるように，自尊心1s::群は情意減退の得点が4群の中で最も た.自尊心

上昇群は� l・2年生において自尊心経群に次いで高い得点だ、ったが， とともに低下L

じないようになっていた.自尊心中群は，� 4年生で得点が上昇し，情意減退を感じ

るようになっていた.� 
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関14 自尊心4鮮における情意滅退の平均伎の学年推移

自尊心と器濡酪についての意識� 

4年伎の時点で，白骨がおこなってきた部活動についてどのよう じているかが，自噂心� 

4群で異なるかどうかを検討した.表2には，� 9墳自についての自尊心4群の平均値と標準備

援を示しておいた.群の主効果が見られるかどうか，一要悶の分散分析をおこなった.その結

果，� r所属する部で役職 を含む)に就いて，責任を任されるようになったJ (F 

(3，220) 0.71，nふ入� f各種の大会に出場して活臨したJ(F(3，220) 2.08，n.s.) ，r高校時代よ出� 

りも自分の技術・技畿が向上したJ(F(3，219)山1.53，n.s.) ，r高校時ftよりも記録・成績が伸

びたJ(F (3，220) 1.41，n.sJ，r寮を出たいと患っているJ(F(3，217)= 1.66，n.s.)，r(集箆ス

ポーツの場合) レギュラーを経験した， (億人スボ…ツの場合}全日本学生選手権(イ
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日ンカレ)などの大会に選手として出場したJ(F(3，212) 0.11，n.s.) においては有意惹が見ら

れなかった.一方，� I部活動で自分なりに満足のいく成績ー成果をあげることができたJ (F 

(3，217) 5.47，p<.01)， r部活動を通じて精神的に還しくなったJ伊(3，220)= 6.22，pく� 01)

においては有意差が見られた.また. r大学に入ってから記録・成績が伸び楢んだjぽ� 

日(3，220) 2.39，p<.01) では有意傾向が認められた. LSD法による多重比較の結果.� 5%水準

で次のような有意差が見られた.r部活動で自分なりに満足のいく成績・成果をあげることが

できたjと「部活動を通じて精神的に諜しくなったjに関して，自尊心高群は他の� 3群よりも

に得点が高かった. r 5:大学に入ってから記録・成績が伸び悩んだjに関しては，自尊心1

群の得点が他の� 3群よりも有意に低かった.� 

2から明らかなように，闘尊心{誌群は，上で述べたような有意義が見られた項目以外の� 

f各穫の大会に出場して活議したJ r 分の技術・技能が向上したJ I高校時代よりもa 高校時代

よりも記録・成績が伸びたjにおいても最も得点が{廷し懇話裁において全般的に告分のカを

きずに終わったと感じていた.自尊心高群は部活動が充実したものであると最も脅定的

に評錨しており，自尊心中群と上昇群がそれに続いて肯定的 を持っていた，

室長2 el線心4群における部活動についての主意識

自車事心高君手 自尊心や若手 自尊心、低若手 自尊心上昇若手

平均値標準鑓差平均億療雪善意高差平均億標準偏差平均億� t票獲{属殺

所属するき5で役職に就いて，実佼� 
をと佼されるようになった

2.93 1.23 2.79 1.17 2.50 1.40 2.70 1.35 

各穫の大会;こ出場して活躍した� 2.80 1.14 2.67 0.96 2.15 1.14 2.56 1.09 

部活動マ自分なりに満足のいく成� 
綴・成果をあげることができた

2.67 0.97 2.27 0.89 1.90 0.97 2.04 0.98 

潟絞持代よりも自分の技術・技能� 
がi勾たした

2急76 1.10 2.73 1.06 2.20 1.11 2.74 l.lO 

高校雲寺代よ与も記録・成緩が{ゆびた� 

滋滋重患を遜じて務衿的iこ還しくなった� 

2.64 

3.47 

1.20 

0.76 

2.58 

2.含5

L12 

。.93 
2.05 

2.75 

1.l0 

1.07 

2.56 

3.04 

1.25 

0.85 

祭会出たいと患っている� 2.13 1.18 2.29 1.05 2，74 1.24 2.44 1.15 

大学に入ってから記録・成績が仰� 
ぴ↑ぬんだ

2刷50 1.22 2.52 1.07 3，20 0.95 2.44 1.12 

試合でレギュラーを経験した/会
日本学生選手権(インカレ)など� 3.09 1.21 3.14 1.16 3.∞ 1.12 3.04 1.06 
の大会に選手として出場した
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考 察

大学への初期適応が大学生活に友ぼす影響

帰属意識が4つのタイプに分かれたことから，体連の学生のうちには，大学の中に居場所の

ない学生，部活動を中心に考えている学生，学業を中心に考えている学生，部活動を基礎にし

ながら大学への一体感を持っている学生がいるといえるだろう.

帰属意識が脆弱で大学の中に居場所のない学生は，全体の� 16.3%とあまり多くなかったが，

大学入学後の� 1年聞をふり返って，部活動を満足に送れなかったと感じていたり，満足のいく

人間関係を作ることができなかったと感じていた.それに加えて，大学の中に居場所のない学

生は� 1年生において，身体的ストレス，否定的感情，対人的孤立，情意減退を強く感じてい

ることも明らかになった.また，学業を中心に考えている学生は，身体的不調と情意減退を強

く感じていることがわかった.ただし，これらの差異は，� 2年生以降になるとなくなっていた.

図� 1を見ると，帰属意識が全体的に低く，大学の中に居場所がないと思っている学生は，そ

の中でも特に部活動に対する帰属意識得点が低かった.このような学生は，入学後の部活動に

対して，積極的に自我関与できないために，大学や学部・学科・専攻，クラスにも帰属意識が

持てないのではないだろうか.その結果，入学して� 1年目には，満足できるような部活動が送

れず，大学での人間関係も作れないということに陥ったのだと考えられる.こうした学生は，

ストレスを感じ，自分を否定的にとらえ，人との関係の中で孤立し，やる気を失って大学生活

を送っている.彼らは� 2年目以降には，他の学生と同じレベルにまでストレスは減少してい

る.このような学生に対して� 1年生の早い段階で，部活動内部での適切なサポートを与えて

いくことが求められているといえるだろう.

全般的な適応状況が大学生活に友ぼす影響

自尊心が4つのタイプに分かれたことから，体連の学生のうちには，在学中に，高い自尊心

を持ち続ける者，中程度の自尊心を持ち続ける者，低い自尊心を持ち続ける者，自尊心が次第

に高くなっていく者がいることがわかった.

一定して低い水準の自尊心しか持てない学生は，精神的不安，身体的ストレス，否定的感

情，身体的不調，対人的孤立，情意減退に関して� 1年生から� 4年生まで最も強い心理的スト

レスを感じていた.また� 4年生になっても，大学に入ってから記録や成績が伸び悩み，自分

なりに満足のいく成績や成果をあげることができなかったと感じ，部活動を通じて精神的に還
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しくなったと患っていなかった.このように在学中に自尊心が一貫して低い学生は8.9%と少

数だったが，上iこ示したように大きな務懇を抱えて学生生活を送っていることがわかる.高校

までとは巽なる競設レベルで部活動をおこなう中で，厨密にいる学生と較べて，自分の競技力

ないことが背景にあるのではないかと考えられる.せっかぐ入学して高校から継

続した部活動でありながら，記錦や成績が伸び'踏み，満足のいくような成緩や成夕食が残せない

まま大学生活を過ごすことによって，こうした学生が感じている心理的ストレスはかなり大き

いといえる.

それに対して，� 1 . 2年生のときには段尊心が抵いが，� 3・4年余になると中程度にまで自

尊心が高くなる学生は，精神的不安，喜子主主的感情，身体的不調，情意減退に隠する心理的スト

レスに欝して，上級生になるほどあまり諜じないようになっていた.このよ号なさ群生は，自尊

心の億い学生と辻較して� 1・2年生の時点では，精神的不安，否定的感情，身体的不読など

の心理的ストレスを同じレベルで感じていたが，� 3・4年生では，こうしたストレスが自尊心

中程度の学生と同じ水準まで依下していた.また� 4年生になってからは，大学

に入ってから記録や成績が伸び悩んだと思っていなかった.

これらのことから，体連の学生にとっては，部活動での競技成績や記録が自己評価の中核的

な部分を占めており，それが向上していくことが自分に対する自揺につながり，外部からのス

トレスにも対処できるようになるといえるだろう.学年とともに弱尊心が上昇していく学生の

デ…タ� li，適切な支援があれば，学生たちが充実した学生生活を送ることができることを示し

ているー
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